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保健福祉学部 口腔保健学科
6 年間にわたり、『大学通信アカンサス』で連載してきた「研究室への誘い」もついに最終回 !!
最終回は、2017 年開設の口腔保健学科をご紹介します。歯科医師 7名、歯科衛生士 3名の計 10 名の専任教員が
アットホームな雰囲気の中、自ら考え行動できる歯科衛生士を養成しています。

学科長の中野先生にお聞きします。
口腔保健学科の学びのポイントを教
えてください。

　人材養成目標は「一生口からおいしく安
全に食べる」ことを支えに、健康長寿に貢
献することができる歯科衛生士を育てるこ
とです。多職種連携という言葉を聞いたこ
とがあると思いますが、これからの歯科衛
生士は、一般の歯科クリニックだけではな
く、在宅や高齢者施設、病院などで他の専
門職と対等にわたり合って、自らの専門性

学生さんたちの雰囲気はいかがですか？

　本学科の学生は気軽に教員に話しかけた
り研究室に来るなど、教員との距離が近い
のが特徴の一つです。また学生の中には、
山城祭の実行委員の中心メンバーとしてが
んばっている学生や、徳島文理大学連とい
う阿波踊りサークルの副部長を務めている
学生もいるなど、皆さん勉学以外にも学生
生活を有意義に送っています。

高齢者の死因の上位である
誤嚥性肺炎の多くは口の中
の細菌によって起こされま
す。誤嚥性肺炎の予防法の
中で最も効果が高いの
が口腔ケアです。
どうすればより
効果的な口腔ケ
アが行えるかに
ついて研究をし
ています。

あごの腫瘍を切除した後
や、インプラントを埋め
込むのに十分な骨がない
場合などに骨の移植が必
要となります。これま
では自分の骨を
移植していまし
たが、それに代
わる新たな人
工骨開発のた
めの研究を行
っています。

高齢者を対象に、咀
そ
嚼
しゃく
・

嚥
えん
下
げ
機能の維持・向上

を目的に「健口体操」
DVDを活用した支援
プログラムの有用
性に関する研究
と、機能的口腔
ケアサービス向
上の支援プログ
ラムの開発を
行っています。

高齢になって食べる・飲み込
む機能が衰え、口の中が不潔
であると誤

ご
嚥
えん
性
せい
肺炎を引き起

こしやすくなります。歯科の
専門外の人でも、口の機能や
衛生状態を判定できる評価法
を開発しています。

を発揮できる能力を備えることが求められ
ています。本学科は一般総合科目で人間力
を高め、専門教育科目では通常の歯科衛生
士業務に関する科目に加えて、摂食嚥下リ
ハビリテーション、歯科リスク管理学、チー
ム歯科医療、食生活指導論など人材養成目
標に沿った科目の充実を図っています。
　24 台の最新歯科診療ユニットがそろっ
た臨床実習室をはじめ、充実したファント
ム実習ができる基礎実習室、模擬歯科診察
室など最高の教育環境が整っています。

口腔保健学科への進学を希望されている方へ、メッセージ
をお願いします。

　皆さんにとっては当たり前の「口からおいしく食べること」は、
高齢者では当たり前ではなく、生活の質を左右する最も重要な要因
の一つとなっています。幼児期からの食育や虫歯・歯周病の予防は
歯科衛生士の仕事であり、これらは生活習慣病を予防し「一生口か
らおいしく食べること」を支え、寝たきりを予防します。日本一の
設備、充実したカリキュラム、親切熱心な教員の 3拍子そろった本
学科で新時代をリードする歯科衛生士をめざしましょう。

口腔保健学科のキャン
パスライフは、右の
QRコードからご確認
ください。

三宅 洋一郎 先生
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中江 弘美 先生

高齢者の死因の上位である
誤嚥性肺炎の多くは口の中
の細菌によって起こされま
す。誤嚥性肺炎の予防法の
中で最も効果が高いの

組織幹細胞から神経細胞へ
の分化誘導を阻害・促進す
る因子についての研究をし
ています。例えば…
・麻酔薬が骨髄間葉系幹
細胞から神経細
胞への分化に
与える影響

・分化誘導後の
神経細胞に対
する圧負荷お
よび低酸素負
荷の影響

お口の健康と糖尿病は密接な
関係があり、共通のリスク
ファクターがあると言われ
ています。現在、糖尿病
性腎症に関連する
口腔環境要因の
解明と、重症化
予防のための
歯科保健指導
手法の開発に
取り組んでいま
す。

造血幹細胞移植などのがん
化学療法患者の有害事象
である「重症口腔粘膜炎」
や「発熱性好中球減少症」
をテーマとして、歯周
病原菌を含めた病
原細菌やさまざま
な口腔環境との
関連性の研究に
取り組んでいま
す。

富岡 重正 先生

吉岡 昌美 先生

十川 悠香 先生
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の分化誘導を阻害・促進す
る因子についての研究をし
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・麻酔薬が骨髄間葉系幹

歯ぎしりによって発揮さ
れる咬
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合
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の測定や上

下の歯のかみ合わせがあ
ごの動きに与える影響、
あごの動きを再現
する装置の開発、
かむこととストレ
スの関係など「か
むこと」を対象
にした多方面
の研究を行っ
ています。

安心・安全な医療を提供
するためには十分な訓練
が必要です。臨床実習前
の学生や現場で活躍して
いる歯科衛生士、
歯科医師などが
技術や態度をト
レーニングで
きるプログラ
ムを患者ロボッ
トなどを使って
開発しています。

化学療法患者さんへの口腔
ケアの効果を研究してい
ます。口腔ケアが、がん
治療をサポートする有効
な手段の一つであ
ることは多くの
データで明ら
かにされていま
す。現在は口腔ケ
アと漢方薬の併
用に着目していま
す。

西川 啓介 先生

篠原 千尋 先生

森山 聡美 先生
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ます。口腔ケアが、がん
治療をサポートする有効

研究室
への
誘い

私たちはこんな研究をしています！
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最終回

基礎実習室
48 台のファントム実習机を設置

臨床実習室
24 台の最新歯科診療ユニットを設置

詳しくは下記の
QRコードを
ご確認ください。

学科長  中野 雅徳 先生
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